
②木製階段

③立木
③広場

公園

③曲線的な遊歩道(管理用通路)

植栽を施した石積み護岸

③グリーンベルト

①島（大）

④テラス

②捨石階段

②捨石階段

②捨石階段

⑥さらし砂実験場

□平面デザイン（検討中）を踏まえたバリエーションの提案

① シンボル的なスポットを造る。
② 水際へのアクセスができるように階段部を造る。
③ マウンドを含めた一体的な整備を図る。
④ 段差を利用したテラスを造る。
⑤ 自然観察桟橋を設置する。
⑥ 護岸すりつけ部のさらし砂実験場

□平面デザイン（検討中）を踏まえたバリエーションの提案

① シンボル的なスポットを造る。
② 水際へのアクセスができるように階段部を造る。
③ マウンドを含めた一体的な整備を図る。
④ 段差を利用したテラスを造る。
⑤ 自然観察桟橋を設置する。
⑥ 護岸すりつけ部のさらし砂実験場

①島（小）

②－２ 護岸検討委員会の資料（配置の一例）
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４．護岸バリエーションの方向性

事業区間 900ｍ

H17・18年度
100ｍ

未着手（H17・18年度）
800ｍ

2005.5撮影 国際航業（株）提供

事業区間 900ｍ

H17・18年度
100ｍ

未着手（H17・18年度）
800ｍ

2005.5撮影 国際航業（株）提供
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Ｈ18年度の施工状況（１工区 Ｌ＝１００ｍ）

①Ｈ１８年度工事までの護岸状況



②バリエーションの例
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のり先部は乱積みのり先部は乱積み

１）

２）

３）

１）斜面形状の工夫

２）水際形状の工夫

３）材料・材質の工夫

○利用面の向上
○景観や空間（場）としての向上
○生き物の生息の場としての向上

検討の流れ検討の流れ

保全区域内か
保全区域外か

街づくりのⅠ期地区
とⅡ期地区の対応

親水区間・
展望区間・

散策区間の区分

区域内は現在の工事で対応（短期対応）

Ⅰ期地区は公募型の街づくりで調整中

水際まで近づき、水に触れられる

区域外は区域の変更が必要（長期対応）

Ⅱ期地区は、１０年以上先の見通し

１箇所に留まり三番瀬全体を眺める

歩きながら海辺空間を楽しむ

階段、木杭

広い磯場、
水際の遊歩道

整合を図る

護岸が誘導

浅場、島

展望デッキ

遊歩道

親水区間はどこにするか保全区域内で何が必要か 完成形はどこからはじめるか

③バリエーションの検討にあたって必要なこと（視点の整理と検討の流れ）

□視点１：保全区域

□視点２：街づくり

□視点３：区間区分

検討の視点検討の視点

視点１ 視点２ 視点３

バリエーション
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長期的な対応

短期的な対応

整合を図る

護岸が誘導

歩く区間づくり近づく区間づくり

留まる区間づくり

区域外

区
域
内

区域内・区域外

Ⅰ期地区・Ⅱ期地区

親水・展望・散策

Ⅱ
期
地
区

親
水

完
成
形

階
段
等

Ⅰ期地区

展望

保全区域変更

街づくり案の具体化

区
域
内

Ⅱ
期
地
区

区域外

Ⅰ期地区

連続性の確保

後背地と一体利用

③バリエーション検討のプロセス（空間づくり）

視点１

視点２

視点３

親水区間の場所

保全区域

完成形の場所

散
策

バリエーション

バリエーション

チェック

チェック

バリエーションバリエーション

チェック
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バリエーションのイメージ図

（参考資料）

（１）海岸保全区域内でのバリエーションイメージ

（２）海岸保全区域外でのバリエーションイメージ
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